
  安心して登校していただくために… 

校長 牧  一彦 

 本日より第2学期が始まりました。校庭に、校舎内に、元気な子供たちの声が戻ってきました。久しぶりに校門

に立って子供たちを迎えましたが、どの子も体が一回り大きくなり、逞しさを感じました。しかし、元気よく挨

拶をしてくれる子が多い中で、やや疲れ気味の子も見られました。一日も早く、いつもの生活リズムに戻してい

けることを願っています。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大が止まりません。ここ武蔵村山市内でも1日平均で20人～30人の新規感染者

が出ています。メールでお伝えしてきましたとおり、この夏季休業期間中に、本校でも 10 名の児童が罹患してい

ます。そのような状況下では、これまで以上にきめ細かな感染症対策が求められます。つきましては、保護者の

皆様に安心してお子様を登校させていただくために、これまでの対策に加えて、以下の対策を講じてまいりま

す。保護者の皆様の御理解・御協力をお願い申し上げます。 

 

 学期中に万が一、児童に陽性者が出た場合の対応につきましては、これまでと同様に、市教委、保健所と連携

を図りつつ、適切に対応してまいります。御理解と御協力をお願い申し上げます。  
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  教 育 目 標 

◎ 考える子 

○ 思いやりのある子 

○ やりとげる子 

○ 礼を重んずる子 

行 動 目 標 

わけをそえて話すことができる子 

教室で話しているのは一人 

＜２学期以降の感染症拡大防止策＞ 

  これまでに講じてきた感染症拡大防止策を確実に実施し、例え児童に陽性者が出たとしても、濃厚接触者は

０(ゼロ)になるようにしたいと考えています。 

 ● 不織布マスクの推奨 

  マスクは、布製のものより不織布のマスクの方が飛沫やエアロゾルの拡散を抑える効果が高いとされていま

す。都教委の指導に拠れば「不織布マスクを基本とする」と示されており、本校でもこれを推奨したいと考え

ます。つきましては、お子様のマスクも、可能であれば不織布のものにしていただければと考えます。 

 ● マスクの正しい装着方法の指導 

  例えマスクを装着していても、鼻が出ていたり、隙間が大きかったりでは、効果は半減します。各教室でも

マスクの正しい装着方法について指導を重ねていきますので、各御家庭におかれましても同様の御指導をお願

いいたします。 

 ● 歌唱指導･調理実習の休止 

   当面の間、感染症対策を講じてもなお感染リスクが高い活動のうち「歌唱指導」及び「調理実習」は休止し

ます。 

 ● 教室等の換気の徹底 

     窓を開けたままでエアコン及び扇風機を作動させるなど、可能な限り換気の徹底を図ります。 

 ● 給食時における手洗い･黙食の徹底 

     給食配膳前の手洗いを徹底します。また「摂食時以外はマスクを外さない」、「マスクを外したときはし 

 ゃべらない」の徹底を図ります。 

 ● 健康観察の徹底と具合の悪い児童への欠席依頼 

   これまでと同様に毎日の健康チェックをお願いします。少しでも具合の悪い場合、若しくは御家族に具

合の悪い方がいる場合は、登校を控えさせてください。 

 ● 教職員の感染対策の徹底 

   教職員も児童と同様に少しでも具合の悪い者の出勤を禁止しています。マスクの着用につきましても、児 

  童と同様に対応してまいります。 


